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作文・図画コンクール入賞作品集

ごはん・お米と
わたし

JAグループ岡山　JA岡山中央会



　第41回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクールに作品
をご応募いただいた皆さんに心からお礼申しあげます。また、入
賞されました皆さん、誠におめでとうございます。
　このコンクールの目的は、国民の主食であり、文化の源である
お米の良さや、我が国の風土に適した食生活のあり方、農業の役
割を若い皆さんに認識していただき、食料や農業に対する理解を
一層深めていただくことにあります。

　今回、県内の小・中学生の皆さんから作文3,669点、図画1,260点の力作が寄せられ
ました。皆さんの作品を拝見いたしますと、ごはんや稲作を通じた家族や友だち、そ
して近所の人たちとの温かい交流、学校でのバケツ稲づくり、田植えや稲刈りといっ
た体験学習、ごはんの料理実習などを通して感じた気持ちを一生懸命に作文に書き、
図画に描いてくれました。
　どの作品も、本当にごはんが大好きだということや、日本のお米や農業を守ろうと
いう気持ちが伝わってきました。
　また、農業を手伝っている様子を作品にしたものも多くありました。お米や農業に
対する理解と関心がより深まっていることを大変うれしく思います。
　日本では、二千年も前からお米が作られ主食となってきました。お米は、たんぱく
質、脂肪、炭水化物が適度に含まれた栄養のバランスが良い食べ物です。私たちは、
皆さんが安心してお米が食べられるよう努力しています。また、将来にわたり、大切
なお米と水田を守っていかなければならないと頑張っています。
　どうか皆さん、このコンクールへの応募を機会に、お米のすばらしさ、食べ物の大
切さ、農業の持ついろいろな役割を考え、そして自然へ感謝をしていただきたいと思
います。そして、おいしいごはんを食べて健康な心と体を養って勉強に励まれ、次代
を担う立派な社会人になられることを期待しています。
　最後に、子供たちの豊かな心を守り育てるために、今後とも小・中学校の先生をは
じめ、関係各位のご支援とご協力をいただきますようお願い申しあげます。

岡山県農業協同組合中央会

会 長　青　江　伯　夫

ご　あ　い　さ　つ
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岡 山 県 審 査 の 概 要

１．応　　募　　数
　〈作文部門〉　　3,669点
　〈図画部門〉　　1,260点
　〈合　　計〉　　4,929点

２．審　　査　　日
　〈作文部門〉平成28年９月28日（水）～10月21日（金）
　〈図画部門〉平成28年10月７日（金）

３．入　　選　　数
　　岡山県知事賞　　　　　　　　　　　２点
　　岡山県教育委員会教育長賞　　　　　６点
　　岡山県農業協同組合中央会長賞　　　６点
　　優秀賞　　　　　　　　　　　　　　34点

４．審　　査　　員
　〈作文部門〉
　　　　馬　場　昭　夫（岡山市立西大寺南小学校長、岡山県小学校国語教育研究会長）
　　　　植　田　朋　哉（岡山市立御南中学校長、岡山県中学校国語教育研究会長）

　〈図画部門〉
　　　　上　岡　弘　明（岡山市立大野小学校、岡山県小学校教育研究会図画工作部会長）
　　　　戸　川　倫　通（岡山市教育委員会事務局指導課指導副主査）

５．表　　彰　　式
　　と　き：平成28年12月25日（日）
　　ところ：岡山コンベンションセンター

　　　全国コンクール
　　　　審 査 日　　　平成28年11月22日（火）、24日（木）
　　　　入賞発表　　　平成28年12月 9 日（金）
　　　　表 彰 式　　　平成29年１月14日（土）
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岡 山 県 審 査 入 賞 者 名 簿

岡 山 県 知 事 賞　　  ３部　佐　藤　絢　寧　里庄町立里庄中学校２年

岡山県教育委員会教育長賞　　  １部　杉　本　朋　花　岡山市立五城小学校２年

　 　　  ２部　大　森　　　陸　岡山市立妹尾小学校６年

　 　　  ３部　安　原　　　陸　倉敷市立玉島西中学校３年
岡 山 県 農 業 協 同 組 合
中　 央　 会　 会　 長　 賞　　  １部　妹　尾　遥　奈　総社市立昭和小学校３年

　 　　  ２部　久　山　　　潤　岡山市立大元小学校４年

　 　　  ３部　仁　木　日陽里　津山市立北陵中学校３年

優 秀 賞　　  １部　亀　山　蒼　生　倉敷市立倉敷東小学校１年

　 　　  　　　佐　藤　優　衣　倉敷市立天城小学校１年

　 　　  　　　能　勢　仁　淳　就実小学校１年

　 　　  　　　植　木　心　美　高梁市立有漢東小学校２年

　 　　  　　　三　宅　樟　和　玉野市立荘内小学校２年

　 　　  　　　比留間　美　晴　岡山市立大元小学校３年

　 　　  ２部　鈴　木　奏史朗　岡山市立津島小学校４年

　 　　  　　　西　江　　　歩　岡山市立妹尾小学校４年

　 　　  　　　平　尾　　　愛　岡山市立御南小学校４年

　 　　  　　　山　本　新　汰　倉敷市立赤崎小学校４年

　 　　  　　　金　澤　桜　子　ノートルダム清心女子大学附属小学校５年

　 　　  　　　佐名川　葵　月　岡山市立芳泉小学校６年

　 　　  ３部　出　井　心　夕　岡山市立操南中学校１年

　 　　  　　　遠　藤　寛　英　里庄町立里庄中学校１年

　 　　  　　　松　田　安美香　岡山市立岡北中学校１年

　 　　  　　　服　部　咲　希　倉敷市立庄中学校２年

　 　　  　　　藤　原　美　羽　倉敷市立琴浦中学校２年

作文部門
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岡 山 県 知 事 賞　　  ３部　酒　木　亜　衣　新見市立新見南中学校２年

岡 山 県 教 育 委 員 会 教 育 長 賞　　  １部　三　⻆　榎　恋　岡山市立西大寺小学校２年

　 　　  ２部　真　壁　喜一朗　倉敷市立柏島小学校５年

　 　　  ３部　髙　原　未　来　岡山市立瀬戸中学校３年
岡 山 県 農 業 協 同 組 合
中　 央　 会　 会　 長　 賞　　  １部　日　下　響　生　就実小学校１年

　 　　  ２部　向　井　詩　乃　倉敷市立赤崎小学校６年

　 　　  ３部　荒　木　百　華　岡山市立吉備中学校３年

優 秀 賞　　  １部　小　林　　　譲　岡山市立七区小学校１年

　 　　  　　　田　槇　優　芽　岡山市立三勲小学校１年

　 　　  　　　平　上　晴　大　総社市立総社小学校１年

　 　　  　　　雲　岡　希志乃　岡山市立三門小学校２年

　 　　  　　　道　本　佳　音　岡山市立桃丘小学校２年

　 　　  　　　髙　見　真　央　高梁市立高梁小学校３年

　 　　  　　　鳥　越　浩　加　総社市立総社小学校３年

　 　　  　　　吉　原　愛　華　倉敷市立船穂小学校３年

　 　　  ２部　木　内　樹　生　岡山市立福田小学校４年

　 　　  　　　仁　科　愛　菜　倉敷市立倉敷西小学校４年

　 　　  　　　三　⻆　梨々華　岡山市立西大寺小学校５年

　 　　  　　　柳　澤　　　賢　倉敷市立柏島小学校５年

　 　　  　　　大　石　　　昴　倉敷市立老松小学校６年

　 　　  　　　櫻　本　ほのか　総社市立総社小学校６年

　 　　  　　　鈴　木　脩　平　里庄町立里庄西小学校６年

　 　　  ３部　出　口　夏　帆　岡山県立岡山大安寺中等教育学校１年

　 　　  　　　西　田　早輝子　新見市立新見南中学校１年

図画部門
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全 国 審 査 入 賞 者 名 簿

文 部 科 学 大 臣 賞　　  ３部　佐　藤　絢　寧　里庄町立里庄中学校２年

優 　 　 秀 　 　 賞　　  １部　吉　原　愛　華　倉敷市立船穂小学校３年

優 　 　 秀 　 　 賞　　  ２部　向　井　詩　乃　倉敷市立赤崎小学校６年

優 　 　 秀 　 　 賞　　  ３部　酒　木　亜　衣　新見市立新見南中学校２年

【部　門】（作文・図画共通）

１部：小学校１年～３年
２部：　〃　４年～６年
３部：中学校１年～３年

作文部門

図画部門
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　小学校低学年では、ご飯を食べることを楽しみにしている子どもたちの作品を読んで
いると、にこにこした笑顔でうれしそうに食べている子どもたちの様子が、すぐに思い
浮かんできます。それと同時に、読んでいるこちらまで、「早くご飯が食べたい」とい
う気持ちになります。
　県教育長賞に選ばれた「おこめづくり」は、自分の田で米づくりをするという貴重な
体験をもとにした素晴らしい作品です。
　５月のもみまきから10月のいねかりまでの農作業に、家族といっしょに関わり、お米
づくりの大変さを実感しました。それとともに、お米づくりの大きな喜びを味わうこと
ができました。そして、お米づくりの体験を通じて、家族のためにもっと役に立ちたい
と思えるような子どもに、たくましく成長していることが分かる内容でした。
　小学校高学年では、お米づくりの仕事に携わっている人たちとの関わりや自分の体験
などを通じて、お米に対しての見方や考え方が変わった感動を素直に表している作品が
多かったです。
　県教育長賞に選ばれた「一つぶ一つぶの大事なお米」は、家族といっしょに取り組ん
だもみまきや田植えのことを丁寧に描いています。その体験を通じて、もみまきや田植
えという農作業の難しさややりがいを知ることができます。さらに、一粒一粒のお米に
は、多くの手間と時間をかけて、おいしいお米をつくろうとする家族の思いが込められ
ていることに気付くことができます。
　このような作品との出会いから、一つのこと、一つのものに本気で心を寄せることの
大切さを、改めて実感することができました。
　中学校の部に寄せられた作品は、自分の直接体験を書きしるすだけでなく、その体験
から感じたこと、考えたこと、学んだことへと、豊かに関連づけられていました。日頃
あまり気にすることのなかったごはんやお米のありがたさというものが、自らの体験を
起点とした流れで書かれています。「体験に対する思い」「体験にまつわる人たちへの思
い」「体験に関連する知識や情報」といった、いわば「支流」が次々と合流し、「ごはん
やお米、稲作への深い感謝」という大きな本流になっているのです。
　岡山県知事賞に選ばれた「ひいおばあちゃんの本当に好きなもの」では、ひいおばあ
ちゃんを生命の危機から救った奇跡が、実は白米の力によるものだったという感動的な
直接体験を起点として、戦時中の耐乏生活に思いをはせ、そして日頃忘れてしまってい
た白米のありがたさという主題へと流れています。筆者の豊かな感性が、その流れに厚
みを加えていたことは言うまでもありません。読者を、その流れの中にぐいぐいと引き
込む力は、筆者の感性と、素直で的確な表現力にもよるものだと考えます。
　今年度41回となった「ごはん・お米とわたし」のコンクールは、日常生活にあたりま
えのように存在するごはん・お米が、実は私たちの心のよりどころであることを、毎回
再認識させてくれる貴重な機会となっています。コンクールを主催される皆さまに感謝
申し上げ、このコンクールがますます発展することをお祈り申し上げます。

岡山市立御南中学校長
岡山県中学校国語教育研究会長　　植　田　朋　哉

岡山市立西大寺南小学校長
岡山県小学校国語教育研究会長　　馬　場　昭　夫

審　　査　　講　　評

作文部門
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　本年度の「ごはん・お米とわたし」コンクール図画部門には、小学校１年から中学校
３年まで合計1,260点の力作が寄せられました。昨年を100点あまりも上回るたくさんの
応募に、関係者一同大変喜んでいます。私たち審査員も、描いた皆さんと同じくらい一
生懸命に、一つ一つの作品に込められた一人一人の思いや願いをできるかぎり読み取り
ながら、審査させていただきました。
　「ごはんやお米」と、ひとことでは言っても、本当に様々な思いや題材が集まりました。
　田おこし、もみまき、田植え、農薬散布、稲刈りなど、農家での米作りにかかわる様々
な仕事の様子や光景をしっかり見つめて描いた絵からは、米作りの苦労や喜びが読み取
れました。それらの作業に子ども自身も一緒に取り組み、体験して描いた絵には、大変
さや一生懸命さ、農業を営んでいる家族への尊敬や農家への感謝など、そのときの実感
が表れています。また、炊きたてのごはんの並んだ食卓を囲んでの家族の団らん、母と
一緒にお米をといだりおにぎりを握ったりした日常のお手伝い、お年寄りと共にお寿司
やおはぎをつくったうれしいひとときなどの温かい思い出。海水浴やハイキングの合間
にほおばったおにぎりのおいしさ。ソフトボールの試合後、ヘトヘトで口に運んだおに
ぎりの涙の味。大勢の友達と一緒に食べる米飯給食の楽しさ。…印象に残った絵は、
いずれも技術的なうまさ以上に、そこから子ども自身が表したかったことや気持ちが、
湯気やにおいやそれぞれの味とともに伝わってきそうな、心のこもった絵ばかりです。
　このように、直接体験の実感を表現した絵でも写生した絵でも、たとえ想像して描い
た絵であっても、表したい様子や気持ちをじっくり心を込めて自分なりの描き方で表現
したものからは、必ず感動や迫力が伝わってきます。気が乗らないままに描かされた絵
では、そうはいきません。絵は子どもの自己表現なのですから。
　先生方や保護者の方におかれましては、今後とも子どもの視点に立ち、子ども自身の
思いがその子らしく絵に表せるよう支援する姿勢で指導してくださるよう改めてお願
いします。
　たくさんの子どもたちの絵を見ながら、私たち大人が子どもだった頃、身近に感じて
いた米作りの光景や、お米やごはんで結びついた家族とのふれあいが、岡山にはまだま
だ残っているのだなあと、うれしく思いました。これからも、こうした懐かしい温かい
情景が大切にされるとともに、子どもたちが絵に描くことをきっかけとして、身近な生
活を見つめ直し、私たち日本人の主食であるごはんやお米、人とのつながりや家族の愛
情などに対する認識を深めてくれることを願ってやみません。
　最後になりましたが、このコンクールの実施にあたって、ご指導くださいました先生
方、ご理解とご協力いただきました保護者の方々、子どもたちが自分らしさを発揮して
表現しながら感性や創造性を磨き高めるための貴重な機会をご提供くださっている関
係者の皆様に心からお礼申し上げますとともに、今後ともより一層のご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

岡山市立大野小学校
岡山県小学校教育研究会図画工作部会長　　上　岡　弘　明

図画部門
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�　私には、大正13年生まれで92歳のひい
おばあちゃんがいます。ひいおばあちゃ
んは、とても元気で、朝と夕方は必ず散
歩をします。また、編み物だって現役で
やっています。そして、大好物はカニで
す。お正月、誕生日会、食卓にカニが並
べば誰よりも早く、誰よりもたくさん食
べます。
　これは、今から３年前、私が小学４年
生のときです。ひいおばあちゃんは肺炎
で、町内の病院に入院することになりま
した。医者からは、
「�病状は軽いので、数ケ月で退院できま
す。」
と言われました。しかし、時を重ねても
治る傾向はなく、そればかりか薬の量は
増え、食欲は落ち、考える能力さえも欠
けていきました。ある日、私が学校で授
業を受けていると、先生に呼びだされま
した。内容は、ひいおばあちゃんの体が
良くない。今日は帰りなさい、そのよう
に言われました。帰ろうと思い、校門を
出ると、おじの車がありました。急いで

車に乗り話を聞くと、ひいおばあちゃん
は昼過ぎに容体が危険になり、県内の大
きな病院に緊急搬送されたのでした。私
たちも病院にむかいました。病院では、
ひいおばあちゃんの緊急手術が行われて
いました。すると医者から話がありまし
た。
「�申し上げにくいのですが、患者様は心
臓に大きな問題があります。命はとり
とめましてCCUに入院していただき
ますが、この先は短いです。」
そう、告げられました。ひいおばあちゃ
んは、心臓が半分使い物になっていませ
んでした。また、CCUは重症な心臓病
患者の救命が目的の機関で、面会にはマ
スク、消毒、病院の許可が必要です。不
安の中、約６時間後、面会することが
できました。でも、目の前に見えたの
は、たくさん機械をつけられたひいおば
あちゃんでした。余命が短いということ
を受け入れることができました。次の日
から、私は毎日病院に行きました。ひい
おばあちゃんは、ずっと元気がなく、い
つ死んでしまうかわかりません。だから、
私は
「何か食べたいものはある？」
と聞きました。きっとカニと言うと思っ
ていました。すると、
「白米がええ、たきたての白米がええ。」

〔 作 文 部 門 入 賞 作 品 〕

「ひいおばあちゃんの
　　　　本当に好きなもの」
　　　里庄町立里庄中学校２年

佐
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岡 山 県 知 事 賞
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そう答えました。飽きるほど食べてきた
白米をなぜ選んだのか不思議でした。私
は、そこから白米について考えました。
確かに白米は食卓にかかせないものです。
また、祖父に話を聞くと、戦争を経験し
たから、と言われました。詳しく聞くと、
ひいおばあちゃんは、私と同じ、中学生
のとき１日中働いても、お腹いっぱいの
ご飯は食べれず、白米なんて希少で、食
事で出てもわずかだったそうです。私は
これを聞いて、どうして白米と答えたの
かわかりました。そして、今の生活の裕
福さに気づくことができました。私は病
院と相談し、おかゆ状のご飯をあげまし
た。笑顔で完食してくれました。ひいお
ばあちゃんは、そこから驚異的な早さで
回復し、入院から１ケ月、退院すること
ができました。

　里庄に戻ってきたひいおばあちゃんに、
おかえりと声をかけると、
「�あやなの白米のおかげじゃありがと
う。」
と言われました。その言葉に涙を流しま
した。
　ひいおばあちゃんは、今も昔のように
散歩をしたり、自分のできることはこな
しています。そして、毎日、白米をほお
ばっています。いつもの食卓に並ぶ白米。
でもそれは、とてもありがたみのある、
なくてはならないもの。私は自分の豊か
さについて考えることができました。私
が将来、ひいおばあちゃんの立場になっ
たころには、自分の子孫たちに、今私が
学んだこと、感じたことを伝えていきた
いです。
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　わたしは、お父さんからもらったじ分
の田んぼをもっていて、かぞくといっ
しょにおこめをつくっています。
　５月には、もみまきをします。はこに
土を入れてもみをまきます。はこに土を
入れるのはとてもむずかしいです。
　６月には、田うえをします。じ分の田
んぼは、手でうえます。はだしになって、
なえをもって、２、３かぶずつ大じに土
にうえます。ほかの田んぼは、田うえき
でうえます。
　いねかりの前までは、あぜの草かりや
いねのしょうどくをします。
　10月には、いねかりをします。いねの
ほが黄色くなって、たれ下がったらかり
ます。じ分の田んぼは、手でかります。
手でかるのは力がいるので大へんです。
ほかの田んぼは、コンバインでかります。
お父さんが、コンバインでいねをかって
いるところはかっこいいです。かったい
ねからとれたおこめは、かんそうきに入
れるときれいになって出てきます。
　つぎに、ふくろづめをします。おこめ
が入ったふくろは30キログラムあるので、
わたしにはもてません。
　おこめづくりを手つだってみて思った
ことは、おこめづくりはとても力がいる
のでつくる人はとても大へんだというこ

とです。でもくろうをしてつくった分、
じ分でつくったおこめはとてもおいしい
です。じ分でつくったおこめで、おにぎ
りやチャーハン、カレーライスなどを、
お父さんとお母さんにつくってあげたい
と思います。いっしょうけんめいつくっ
て、お父さんお母さんのよろこんだかお
を見るのが、今からたのしみです。
　これからも、お父さんとお母さんのお
こめづくりの手つだいをしたいと思いま
す。そして、たくさんの人においしくお
こめをたべてもらいたいと思います。

「おこめづくり」
　　　岡山市立五城小学校２年

杉
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岡山県教育委員会教育長賞
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　ぼくのおじいちゃんは、お米を作って
います。もみまき、田植え、稲かりには、
お父さんや、お母さんといっしょに手伝
いに行きます。特にもみまきは、毎年
行っています。なぜ、もみまきには、毎
年行っているかというと、もみまきには、
人数がいるからです。ぼくのおじいちゃ
んの家では、手で回す機械でもみをまい
ています。
　もみまきでは、入れ物を乗せる人、機
械を回す人、土やもみを機械に入れる人、
できあがった物を運ぶ人、とみんなで息
を合わせてそれぞれの仕事をがんばりま
す。それでも、失敗する事がときどきあ
ります。例えば、一人でも、その場所か
ら少しはなれただけでも、間に合わなく
て、機械から入れ物ごと落ちてしまうこ
とがあります。そんな時は、みんなで、
落ちたもみを拾います。ぼくは、少しめ
んどくさいなぁと思います。
　今ぼくは、もみまきで、機械を回す役
をやっています。でも、ぼくが小さい時
は、ひいおばあちゃんがやっていました。
でも、もう、ひいおばあちゃんができな
くなったので、今は、ぼくが、やってい
ます。だから、ひいおばあちゃんから、
受けついだ仕事なので、責任をもって、
しっかりと、いっしょうけんめい、がん

ばっていこうと思っています。
　田植えにも行きます。ぼくは田植えが
大好きです。なぜかというと、おじちゃ
んの乗用田植機に乗せてもらったり、虫
をつかまえたり、どろで遊んだりできる
からです。ときには、おばあちゃんが買っ
てきてくれた、田植えぐつが、大きすぎ
て、田んぼの中に入ると、足がぬけなく
なり、
「おっとっと」
ぼくの足はぬけ、田植えぐつだけが、田
んぼに取り残されました。
　ぼくは、なかなか、帰れませんが、お
じいちゃんは、もみまきから、お米がで
きるまで、草を取ったり、消毒したり、
たくさんの時間をかけて、お米を作って
います。そうやって作る人が、大切な時
間を使って、もみ一つぶ一つぶから、お
米一つぶ一つぶを育てているので、大切
に食べないと、いけないと、思いました。
　最近は、朝ご飯にパンを食べる人も、
多いと思うけど、やっぱりぼくは、ごは
んが大好きです。

「一つぶ一つぶの大事なお米」
　　　岡山市立妹尾小学校６年

大
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岡山県教育委員会教育長賞
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「あぁ、お腹すいたー。」
学校から家に帰ると、開口一番にそれを
言う。塾までの限られた時間に急いで食
べる。少ない時間で食べられるよう、母
が作るのは、焼飯か、うどん等の麺類が
ほとんどなのだが、母のちょっとした事
情で、菓子パンが出てくると、しおれた
植物のように僕の心は折れる。確かに、
菓子パンもおいしいのだが、時と場合に
よるのだ。
　母は僕の好きな物を知っている。少な
い時間で作る事ができ、母にとっても、
僕にとってもありがたい食べ物。それは、
おにぎりだ。白い湯気が立つ、あつあつ
の白米を、塩をつけた手でリズムよく握
る。中身は梅干し、塩昆布、鮭等、バラ
エティー豊富だ。最後に海苔で巻いて
「はい、おまたせ。」と、皿に並べて持っ
てくる。それをハフハフ言いながら食べ
ている時が、たまらなく幸せだ。たかが
おにぎりと言うけれど、母が手を真っ赤
にして握るおにぎりは、愛情の塊のおに
ぎりなのだ。
　腹が減っては戦はできぬという言葉が
あるが、現代では、戦は何かを頑張ると
いう意味に置き換えて考えるのだと思う。
食育という言葉もある。食事の内容次第
で、病気になったり、反対に病気を治し

たりする。また、脳の活動にも影響する
という事も学んだ。人が健康で生活する
には、食事に対する正しい知識を持つ事
が必要だと思う。世間では、ダイエット
をする為に、食事制限をする人がいる。
僕が一番気になったのは、炭水化物ダイ
エットである。炭水化物と言えば、まず
思い浮かべるのがお米だ。日本で古くか
ら主食として親しんできたお米を食べな
いなんて、理解に苦しむ。家庭科で習っ
たはずだ。どの栄養素も人間の体を作り、
維持していくのに必要なのだという事を。
バランス良くしっかり食べて、適度な運
動をすれば太る事はない。食べ物の栄養
は血になり、筋肉になり、体を作る。大
事なのは、一部の栄養素を抜くのではな
く、バランスよく食べる事なのだと思う。
　その他にも、お米を取り巻く環境が厳
しくなっているようにも思える。食生活
の多様化で、米離れが進み、年間の消費
量が減っていると新聞に載っていた。ま
た、農業を継ぐ人が、少ないという問題
も指摘されている。最近では、TPP（環
太平洋戦略的経済連携協定）に参加する
事によって、日本の農業へのダメージが
懸念されている。
　僕の住んでいる周辺でも、田んぼだっ
た場所にコーポ等が建つようになった。
そういう光景を見ると、自分の無力さを
感じる。僕の身内には、農業をしている
人はいないし、米作りの苦労を身近で見
た事もない。しかし、農業問題について、
無関心でいいわけがない。今の日本の食

岡山県教育委員会教育長賞

「お米は生きる糧である」
　　　倉敷市立玉島西中学校３年
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料自給率は、40パーセントにも満たない。
安い輸入米に頼っている事も影響してい
るのだろう。日本のお米は安全面で世界
一だと思う。そして何より、世界一美味
しい。日本の誇りである、米作りを絶対
に衰退させてはいけない。農業の発展こ
そが、日本の発展に繋がるのだと僕は
思っている。
　将来、僕の子ども達に、母のように愛
情を込めて、おにぎりを作ってやろうと
思う。そして、ご飯を食べる喜びを知っ

てもらいたい。米作りという文化が守ら
れ、いつまでも、安全で美味しいご飯を
食べられますようにと願う。
　「糧」という漢字は、米偏に量と書く。
本来、労働するために食べる物という意
味なのだが、今では、精神、生活の原動
力という意味でも使われているそうだ。
まさに、主食であるお米は、日本の食文
化の原点であり、人が生きるための命の
糧なのだと言えるだろう。

　わたしの家にはすいはんきがありませ
ん。お米はなべでたいています。でも、
わたしのおばあちゃんが子どものころは
おかまでお米をたいていたそうです。
　ちょうど夏休みにまんのう公園で昔は
お米をどうやってたいていたのかを見学
しました。まずお米をあらうお水をくむ
のもひとくろうです。いどからお水を
くんで、おかまにお米をいれてあらい、
まきをわって火をおこし、竹のつつで、
「フーフー」といきをふいてお米をたい
ていたと聞きました。今とくらべると手
間も時間もかかり大へんだとしか思えま
せんでした。

　しかし、じっさいに地いきの池田さん
という方のおたくで、まきをつかってお
かまでお米をたいて食べました。味は、
お米がふかふかしていて田んぼのにおい
自ぜんのにおいの味がすると思いました。
　まきをわったり、たきあがるまでに時
間がかかって大へんだと思っていました
が、まきのわりかたやくべ方を教えても
らったり、火のそばにみんなでお話しを
したり、友達と遊んだりしました。手間
や時間はかかりましたが楽しい時間をす
ごすことができました。
　そして家とはちがうことがありました。
それは、おかまでお米をたくと、一度に
たくさんのお米がたけるということです。
たきたてのごはんをみんなでいっしょに
食べることができるということです。み
んなで力を合わせてたいたお米はとても
おいしいごはんになりました。みんなと

「おかまごはんのおいしさのひみつ」
　　　総社市立昭和小学校３年
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岡山県農業協同組合中央会会長賞
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　夏休みになると、おばあちゃんの家へ
行くことが楽しみです。おばあちゃんの
家は、お米を炊飯器でなく、土なべで炊
いくれます。ぼくは、ご飯を食べるのに、
おかずがないと食べにくいのですが、お
ばあちゃんの炊くご飯は、ご飯だけで一
杯食べることができます。
　おばあちゃんの炊くご飯は、すごく甘
くていい香りがします。家中、おいしい
においがします。そのお米は、近くの田
んぼで作られていて、いつもその農家の
人から買っています。ぼくは、この夏、
はじめてその人に会いました。おばあ
ちゃんが、ぼくが、おかずなしでご飯を
食べることを伝えると、とてもうれしそ
うに、
「ありがとう」
と、言ってくれました。作っている人
に会っておいしいことを伝えることは、
中々経験出きることではないので、すご

くいい体験でした。来年の夏は、田んぼ
も見せてくれると約束してくれました。
今からとても楽しみです。
　おばあちゃんのお家のご飯は、地産地
消と、自家農園のものでほとんど作られ
ます。庭に出れば、トマト、ピーマン、
ナスビ、きゅうりは食べ放題です。おば
あちゃんの炊いたご飯に、塩もみしたナ
スビ、きゅうりがあれば、それは、ごち
そうとなります。
　ぼくは、ごはんを味わうことは、おか
ずを味わうことではなくて、お米を味わ
うことだと思い直しました。まっ白いお
米は、とてもシンプルなものですが、そ
れ以上に、一番ごうかなものだったので
す。お米一粒一粒大切に食べる事を、残
さず食べればいいことと思っていました
が、違いました。お米一粒一粒に、作る
人の気持ち、たくさん気持ちがこもって
いるのです。だから、一粒のお米はとて
も重いのです。ごはんを頂けることに感
謝しながら、これからもおいしく食べた
いと思います。
　土なべで炊くご飯は、ガスで炊くので
すぐ炊けます。でも、炊けたら15分むら
すのだそうです。まちきれなくてこそっ

「おばあちゃんの
　　ご飯から学んだこと」
　　　岡山市立大元小学校４年
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岡山県農業協同組合中央会会長賞

楽しい時間をすごすことができたのでと
てもおいしい食事の時間になりました。
　昔はお米をたくのに時間がかかってい
ましたが人と人とのきずなも深まり、毎

日ゆっくりとした時間の中でおいしいご
はんが食べられ幸せだと思いました。私
もまた昔のおかまでたいた真っ白なお米
を食べたいです。
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「�一粒のお米も１年経たんと採れんの
で。」
私は幼い頃からそう言われながら育って
きた。小さい頃はその言葉に託された本
当の意味まではよく理解できておらず、
単純に、お茶碗の中に一粒たりともご飯
粒を残さないように食べましょうという
ことだけだと思っていた。しかし最近で
は母に言われ続けたこの言葉の中には
もっと深い意味や伝えたいことがあるよ
うな気がしてきた。
　お米一粒、ほんの小さなものも大切に
する気持ち、一粒のお米も簡単にできた
ものではなく、ご飯が食卓に上がるまで

にかけられたくさんの人の思いへの感謝
を忘れてはいけないことも託しながら、
母は私達にこの言葉を伝えてきたのだと
思う。
　私は小学５年の秋、母の知人の紹介で
和歌山の高野山に家族と離れ家族の中で
はたった一人、修行に行く機会があった。
高野山の登山口から20キロ以上の山道を
ひたすら歩き続け、頂上から少し離れた
お寺に泊まり、知らない人ばかりの中で
お寺の食事やお寺の生活を体験した。お
寺の食事は肉や魚、卵などの動物性たん
ぱくは全く無く、家のご飯が恋しかった
のを覚えている。毎日の家のご飯で特別
ごちそうが並ぶ訳でもないのに、この時
は、普段あたりまえのように美味しく楽
しく食べているご飯が決してあたりまえ
でないことや、今まであたりまえのよう
に感じていた家族との食事がとても贅沢

「お米と私」
　　　津山市立北陵中学校３年
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と開けると、火を止めているのに、フツ
フツフツとお米から音がします。生きて
いるかのようです。命は生き物だけでは
なく、お米一つ一つにも宿っているのだ
と、感動しました。
　ご飯は、毎日必要なものなので、時間
の調整ができる炊飯器も大切だと思いま
す。おばあちゃんも炊飯器と土なべを両
方持っています。ただ、ぼくが来たとき
は必ず土なべを使います。土なべは昔の
人の炊き方だと聞きました。でも、昔の

人の知恵がつまっていることも知りまし
た。おばあちゃんのご飯から、学ぶこと
がたくさんありました。
　ぼくは、この夏、家族に土なべでご飯
を炊きました。おばあちゃんの約束通り
15分むらしました。ちょっと多めのおコ
ゲが、とってもおいしかったし、お父さ
んとお母さんもモリモリ食べてくれまし
た。ご飯を食べることの幸せをあらため
て知りました。

岡山県農業協同組合中央会会長賞
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でありがたいということに気付けたよう
に思う。このお寺での食事の度にお坊さ
んが食事の前に毎回必ず言われていた言
葉で、今でも忘れられない心に残ってい
る言葉がある。
「�一滴の水にも天地の恵みがこもってお
ります。一粒の米にも万人の力が加
わっております。ありがたくいただき
ましょう。」
お坊さんのこの言葉を聴いて、母からよ
く言われた
「�一粒のお米も１年経たんと採れんの
で。」
と繋がったのを覚えている。毎日お腹
いっぱいご飯が食べられること、少々に
ぎやかながら元気な家族と食事を共にで
きることは、あたりまえではない、とて
もありがたく幸せなことなのだとそれは
現在でも変わらず思っている。
　我が家は米の専業農家で、米と言えば

食卓ではなく田んぼをイメージしてしま
う。家族のコミュニケーションと言えば
家族総出の猪の電柵張り、春は数千枚の
籾まき、ドロドロになったり汗だくに
なったり虫にさされたりきれいな作業な
ど何一つ無く、現在中学生の私は自分の
おかれた農家の暮らしに魅力は感じられ
ないが、秋に採れる苗から手作りの我が
家の米は心のどこかで誇りに思っている
し、洗い方から水加減まで母がこだわっ
て炊く我が家の新米は一粒一粒がピカピ
カ光っていておかずが要らないくらいそ
れはそれはとてもおいしく、大好きな食
べ物の一つだ。
　私が幼い頃から言われてきたこと、体
験を通して感じてきた思い、お米を種か
らまいてお茶碗に盛られるまで全ての人
の沢山の心、これらを忘れることなく食
も思いも大切にこの先も成長し続けたい。
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　たまごかけごはん。めんたいこおむす
び。ふりかけごはん。ぼくのだいすきな
たべものです。ぜんぶごはんです。
　ぼくがまいにちたべているごはん、お
こめをつくっているのは、やまぐちにす
んでいるぼくのおじいさんとおばあさん
たちです。おじいさんのいえのちかくに
たんぼがあって、そのたんぼでおこめを
つくっています。
　そのおこめは、ぼくがあかちゃんのこ

ろからたべています。すききらいのおお
いぼくは、そのおこめをたべて、こんな
におおきくなりました。
　おじいさんたちの「おこめをおいしく
たべてほしい」というきもちが、たくさ
んつたわってきます。あついひもあめの
ひもたんぼにいって、おこめのおせわを
しているとききました。いのししもでる
そうです。
　おいしいおこめをつくるためにがん
ばっているおじいさんたちに、「おいし
いよ」と「ありがとう」のきもちをつた
えたいです。
　まいにち、おいしいおこめをたべるこ
とができて、ぼくはとてもうれしいです。

「まいにちありがとう」
　　　倉敷市立倉敷東小学校１年
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　わたしはおいしいおこめがたべられて
うれしいです。もっともっとたべておお
きくなりたいです。おいしいおこめをか
ぞくといっしょにたべたいです。
　まいとしたうえをします。おじいちゃ

んやおばあちゃんとうえます。
　たねからうえて、おこめのなえをそだ
てるおてつだいもまいとしします。こと
しもおてつだいをしました。
　なえがおおきくなったら、たうえをし
ます。たうえもおてつだいをします。な
えをすこしずつきって、てでうえていき
ます。たんぼのなかはとてもあるきづら
いです。あしがどろにはまってなかなか
まえにすすみません。しりもちをついて

「おこめをつくろう」
　　　倉敷市立天城小学校１年
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「ごはんできたよ。」
はらぺこのゆうがた、おかあさんのその
こえで、ぼくは、ごはんのテーブルへは
しります。
　ぼくは、ごはんが大すきです。とくに
すきなのは、しろいごはんです。ほかほ
かのしろいごはんがでてくると、ぼくは、
とてもうれしくなります。
　ぼくがごはんをすきなりゆうは２つあ
ります。１つは、あじです。ごはんは、
かめばかむほどあまくなる、ふしぎなた
べものです。おねえさんにきいたら、か
むときにでるつばがごはんとまざると、

ごはんのなかのせいぶんがさとうににた
ものにかわるそうです。それをきいて、
ぼくは、とてもびっくりしました。きょ
うのよるごはんは、いつもよりよくかん
でたべてみようとおもいました。もう１
つのりゆうは、ごはんがあると、ほかの
おかずがもっともっとおいしくなるから
です。おかあさんのつくるおかずはぜん
ぶとてもおいしいです。でも、ごはんと
いっしょにたべると、それが60ばいおい
しくなります。
　こんなごはんをもっともっともっとお
いしくするほうほうがあります。それは、
おかあさんとおとうさんといっしょにた
べることです。おいしいごはんがあると
はなしがどんどんでてきて、ごはんのじ
かんがとてもたのしくなります。
　だいすきなごはん、いつもありがとう。

「ぼくのすきなごはんのおはなし」
　　　就実小学校１年
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どろどろになります。それでもおいしい
おこめがたべたいからがんばっていねを
うえます。
　あきになったら、いねかりもおてつだ
いします。かまをつかって、けがをしな
いようにちゃいろになったいねをきりま
す。ことしはまだいねかりをしていない
けど、おいしいおこめがとれるのがたの
しみです。
　いっしょうけんめいつくったおこめを
ともだちにあげたとき、

「おこめおいしかったよ。」
といわれたときは、ほんとうにうれしい
です。
　わたしもがんばっておてつだいして、
おじいちゃんもおばあちゃんもいっしょ
うけんめいつくったおこめがだいすきで
す。じまんのおこめです。
　いま、いえのバケツでいねをそだてて
います。みどりいろのいねがシュッとそ
だっています。あきになったら、そのお
こめがとれたらいいなとおもっています。



− 19 −

　まい年５月になると、ひいおじいちゃ
んのいえで、田植えのおてつだいをして
います。
　わたしのやくわりは、ひいおじいちゃ
んがのっている田植えきまで、ねこ車で
なえをはこぶことです。はこぶときねこ
車がおもくて、ぐらぐらします。だから、
しっかりハンドルをもってバランスよく、
はこんでいます。もっていくと、ひいお
じいちゃんが田植えきからおりて、
「�ようやるのう。ありがとう。ありがと
う。」
といってくれます。その後なえを田植え
きにうつしかえてくれます。あいたケー
スをねこ車においてくれるのでそれを
もってかえります。これを何回かくりか
えします。
　おてつだいといってもわたしは、たの
しんでやっています。田んぼの中に、お
たまじゃくしがいないかさがしたり、は
しり回ったりできるから、田植えの日は、
いつもたのしみです。
　田植えがおわると、どろだらけになり
ながら、ケースをあらいます。それをほ
したら田植えのおてつだいは、おわりで
す。１日たいへんだったけどおいしいお
米がたべれることを思えば、がんばるこ
とができました。

　ひいおじいちゃんのいえにとまりに
いったときは、おいしい米をたべさせて
くれます。ひいおじいちゃんのいえのお
米は、まっ白でお米がふわふわしていて、
あまくてとてもおいしいです。わたしの
一ばんすきなたべかたは、しおおむすび
です。たきたてでほかほかゆげが出てい
るお米を、おばあちゃんがにぎってくれ
ます。わたしとおねえちゃんは、
「おまくておいしい。もう一こ作って。」
ときょうそうのようにしてたべます。ひ
いおじいちゃんとおばあちゃんたちは、
「�二人がごはんをたくさんたべてくれる
から、来年もいい米を作らんといけん
なあ。」
とにこにこしています。らい年も、田植
えのお手つだいをするのがたのしみです。

「田植えのおてつだい」
　　　高梁市立有漢東小学校２年
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　「今日はお米を食べてないよ。なんか
変。」１日に１回はお米を食べないと、
ぼくはなんだか落ちつきません。小さい
時からずっとお米を食べてきたからです。
赤ちゃんの時のりにゅう食で、一番はじ
めに食べたのも一番たくさん食べたのも、
とろとろのおかゆだったそうです。そし
て今も、お米をつかった食べ物はなんで
もすきです。おすしもすきだし、チャー
ハンもすき。でも、やっぱり一番すきな
のは、ほかほかの、白い、ふりかけもか
かっていない、ごはんです。
　ぼくの食べているお米は、おじいちゃ
ん・おばあちゃんが作ってくれたもので
す。何か月もかけてがんばって作ってく
れたお米、つまり、「命」を食べている
のです。なので、一つぶ一つぶ大切に食
べようと思っています。
　さい近、米とぎをするようになりまし
た。
「１回目は、すぐに水をすてるんだよ。」
「手早く、力強くするんだよ。」
お父さんがおしえてくれたことをまもっ
て、おじいちゃん・おばあちゃんが作っ
てくれたことをわすれずに、ていねいに
といでいます。はじめはこぼしてしまう
こともあったけど、だんだん上手になっ
てきました。おじいちゃん・おばあちゃ

んが作ってくれたお米を、ぼくがといで、
お母さん・お父さん・妹がおいしいと言っ
て食べてくれる。ぼくが命のバトンパス
をしているみたいでうれしいです。
　おじいちゃん・おばあちゃんがもっと
お年よりになったら、どうやってお米を
食べるんだろう。買ったお米もいいけど、
やっぱり作ったお米がいいな。これから、
田うえやいねかり、もみすりなどをおじ
いちゃん・おばあちゃんといっしょに
やって、お米の作り方をおぼえたら、ぼ
くでもお米を作れるかな。ぼくが作った
お米を食べてもらうことを考えると、わ
くわくします。今のぼくみたいに、「お
いしい」って食べてくれたらいいなと思
います。

「「おいしい」のバトンパス」
　　　玉野市立荘内小学校２年
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「ねえお母さん、今日たきたて？」
　私は、ごはんの前にかならずこう聞き
ます。少しかたいごはんより、たきたて
のやわらかいごはんが私の大こう物です。
　私は、まぐろのおさしみをおかずにし
て食べるのがすきです。でも、私のおか
ずとごはんの食べ方は、みなさんとは少
しちがいます。
　みなさんは、おかずといっしょにごは
んを食べますよね。それが正しい食べ方
なのですが、私は、ごはんい外のものを
すべて食べてから、真っ白いごはんだけ
でたべるのがすきなのです。
　「よくおかずもないのにごはんだけで
食べられるね。」と、家族にびっくりさ
れます。でも、ごはんはどんどんかんで
いくと、だんだんあまくなってきて、そ
れがさい高においしいのです。ごはんだ
けで食べて、お米のやわらかさと味を楽
しみたいのです。
　「でもやっぱりその食べ方はぎょうぎ
がよくないよ。」とお父さんにちゅう意
されることもあります。そんな時はごは
んとおかずを食べおわったあとに、もう
一どおかわりをして真っ白いごはんだけ
で食べます。
　私が前すんでいた家のまわりには、田
んぼがたくさんありました。田うえのじ

きから、いねがぐんぐんそだって、秋に
なると一面きれいな金色になります。こ
のころから、私は、わくわくしてきます。
なぜかというと、新米を今年も食べられ
るのが、うれしいからです。
　今年ももうすぐ新しいお米ができます。
はじめての新米の一ぱい目と三ばい目は、
真っ白ごはんで食べて、二はい目は、し
おで食べたいです。

「まっ白ごはん」
　　　岡山市立大元小学校３年
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　ぼくはお米が大好きです。色々なお米
のしゅ類がある中で、日本の丸くて水々
しいお米が大好きです。
　ぼくは、父の仕事の関係で４才から９
才までの５年間アメリカのノースカロラ
イナ州に住んでいました。ぼくはアメリ
カでもほとんど毎日お米を食べていまし
た。はじめてアメリカに行った時はえい
語をしゃべれなかったし、日本のお米や
食べ物を売っているお店があるか心配し
ていましたが、「はとや」という日本の
食材のお店を見つけました。そこには
色々な日本の物が売っていて、ぼくは
「�よかった。アメリカでもお米を食べる
ことができる。」
と、思いました。アメリカでも日本のお
米みたいなおいしいお米を食べることが
できてよかったと、安心しました。
　ぼくはアメリカで売っているお米の中
で一番好きなのは日本のこしひかりとい
うしゅ類のお米をカリフオルニアで作っ
た物です。ぼくには、そのお米がアメリ
カでは一番おいしかったけど、やっぱり
日本で食べる日本のお米が日本のおかず
に合っていて、おいしいと思いました。
アメリカには色々な国の人が住んでいて、
色々なしゅ類のお米を売っているし、レ
ストランでは色々なしゅ類のお米のりょ

う理が食べられます。そして、その国の
人によって好きなお米のしゅ類がちがう
のだなということを知りました。ぼくが
一番おいしいと思うお米と、他の国の
人々がおいしいと思うお米はちがうのだ
ということも分かり、おもしろいなと思
いました。
　ぼくは、アメリカの学校でランチの時
間にぼくの友達に時々おにぎりを分けて
あげました。ぼくの友達は、おにぎりを
とても気に入り、
「おいしい。おいしい。またほしいな。」
と、言いました。ぼくはとてもうれしかっ
たです。また、お母さんが学校に、まき
ずしを作りに来たこともあります。みん
なけっこう上手にまくことができて、よ
ろこんでたくさん食べていました。ぼく
も手伝ったり教えたりして楽しかったで
す。
　ぼくは、お米をつうじて、アメリカで
文化交流ができてとても楽しかったし、
日本の米文化をほこりに思いました。ア
メリカに住んで、お米をつうじて自分が
日本人であることを強く感じました。そ
して、日本に本帰国して、日本のおいし
い白いごはんを食べたしゅん間に、
「やっぱり日本のお米が一番だ。」
と、思いました。

「色々なお米を食べて」
　　　岡山市立津島小学校４年
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　今年のお米はいつもとちがう。毎年お
米を作ってくれるおじいちゃんががんに
なったからだ。
　ある日お父さんがいつもより早く帰っ
てきた。お父さんは帰ってくると、あわ
てた様子でこう言った。
「おばあちゃんが骨折をしたらしい…」
　わが家がぼうぜんとした。今年はおじ
いちゃんだけでなくおばあちゃんもけが
をしてしまった。わが家の大ピンチだ。
このままではお米が食べられなくなる。
去年までは、いねかりぐらいしかお米を
作る手つだいはしなかった。でも今年は
ちがう。田植えもいねかりも全部手つだう。
　ある日私はおじいちゃんの家がある井
原市に行った。おじいちゃんの家から少
し歩いておじいちゃんの小屋へ行った。
そこでもみまきをした。もみまきをどう
いうふうにやるかは、知らなかった。も
みまきは色々大変だった。土を入れてそ
の上にもみを入れてまた土を入れるとい
う作業だ。何回も同じことの繰り返しだ。
全部できたらきり状の水をかける。水を
かけすぎたらもみがでてくるし、水が少
なすぎても芽がでてこないらしいのでと
てもむずかしかった。
　田植えをする日がやってきた。おじい
ちゃんの家へ行く前に田んぼによってみ

た。するとなえがとても大きくなってい
た。おじいちゃんの家へ行くと、そこに
病院にいるはずのおじいちゃんがいた。
私はおじいちゃんに、
「退院してきたん？」
と聞いた。するとおじいちゃんが、
「�お医者さんが退院したらいかんと行っ
たから、外はくしてきたんよ。みんなが
がんばっとんのに病院でねとけれんわ。」
と言っていた。おじいちゃんは、お医者
さんに無理を言って外はくしてきたらし
い。田植えをするのに、たびをはいて田
んぼに入った。田んぼの中は、どろどろ
でとても気持ち悪かった。同じ場所に
ずっといると足がうもれて動けなくなっ
た。なえを植えるのは、真ん中の方はお
父さんが機かいでなえを植えるので、は
しっこの方を手で植えた。初めは、なか
なかうまくできなかった。けれど、だん
だんどろにもなれてなえを植える作業も
まっすぐに、できる様になった。おじい
ちゃんが、
「じょうずにできたなぁ。」
と言ってくれた。
　さいきん田んぼがへってきたので、と
てもいい経験ができたと思う。10月には、
いねかりがあるから、いねかりも手つだ
う。
　お米を作るのにこんなたくさんの作業
があるとは思わなかった。秋に食べるお
米はどんな味がするだろうか。楽しみだ。
　おじいちゃんも、私が植えたなえも、
早く元気になってほしいと思っている。

「今年のお米」
　　　岡山市立妹尾小学校４年
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　わたしは家のお手伝いでお米あらいを
何回かしたことがあります。そのとき、
お米がはいすいこうに流れてしまいまし
た。それを見てお母さんが
「もったいないから気をつけてね。」
と言いました。
　４年生のときお母さんが新聞の広告で
アグリキッズクラブの記事を見つけてわ
たしに
「やってみたい？」
とききました。アグリキッズクラブとい
うのはJAの農業体験ができるクラブで
す。その広告の写真をみるととても楽し
そうだったのですぐに
「参加したい！」
と言いました。その中でも田植え体験と
稲刈り体験が一番楽しそうでした。
　６月になると、待ちに待った田植えの
日がやってきました。わたしは、朝から
ものすごくワクワクしていました。初
めて田んぼに入ったときはつめたくて
ちょっと気持ちわるかったです。だけど、
と中から友達とどろを投げて遊びました。
楽しかったです。なえを植えるときは
ずっとかがんでいたのでこしが痛くなり
ました。でも、田植えが楽しくできたの
でよかったと思いました。これは昔なが
らのなえの植え方なので昔の人はもっと

こしが痛くなっていたのだろうなあと思
いました。
　夏がすぎて秋に稲刈りをしました。か
まが重いので稲を刈るのにも一苦労です。
かた方の手でおさえて、もうかた方の手
でザクザクと力を入れてきります。初め
て稲刈りをしたのでかまを持つほうの手
がだるくなりました。稲を運ぶときに
ずっしりと重かったのでこんなに稲は、
重いんだなあとびっくりしました。この
稲から、いつも食べているお米に変わる
のだと思うとどきどきしました。機械に
稲を入れてだっこくしたらお米がでてき
ました。私はこれがいつも食べているお
米かぁと思うとちょっとうれしかったで
す。なぜかというといつも食べているお
米がまたふえたからです。
　私は田植え体験と稲刈り体験では田植
え体験の方が楽しかったです。なぜかと
いうと、どろをさわったときやわらか
かったし、おもしろかったからです。稲
刈りをした後、みんなで米を分けました。
見た感じはいっぱい入っているのかなぁ
と思っていたけど持ってみると意外と軽
かったです。
　私は今回のJAのアグリキッズの体験
を通して、お米作りは本当に大変なんだ
なぁということがわかりました。今度、
お米あらいのお手伝いをするときは、一
つぶもむだにせずにお米をあらおうと思
いました。

「ごはん・お米とわたし」
　　　岡山市立御南小学校４年
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　ぼくは、白いお米が大すきです。おか
ずといっしょに食べたり、おにぎりにし
て食べたりすると、とてもおいしいから
です。とくに野球の練習の後は必ずおか
わりをするくらいです。
　ぼくの家のお米は、知り合いの農家の
田中さんというおじさんから買っていま
す。小さいころは、おじいちゃんおばあ
ちゃんと、よくお米を買いに行きました。
田中さんの田んぼはとても広くて、すぐ
近くに電車が通っています。あの大きな
田んぼでお米を育てるのは、とても大へ
んだろうなと思います。雨の日も風の日
もおいしいお米を作るためにがんばって
いるんだなと思います。田中さんはサラ
リーマンをやめて家の農家をついで、お
米作りを始めたそうです。とてもりっぱ
だなと思いました。すぐに上手にはでき
なくて、たくさんくろうしたそうです。
でも、ぼくは、田中さんのお米が本当に
おいしいと思うしとても大すきです。だ
から、「ぼくは、ごはんを食べるのが大
すき。毎日おかわりするよ。」と、田中
さんに話すと、「いっぱい食べてくれよ
んじゃなぁ。うちのまごより食べてくれ
ようるなぁ。」と、よろこんでくれます。
ぼくだけじゃなく、ぼくの家族も田中さ
んのお米が大すきです。ぼくは、この夏

休みにお昼ごはんに自分でおにぎりをに
ぎっています。ふりかけをまぜたり、し
おをつけてにぎったりして食べています。
まだまだお母さんみたいにうまくにぎれ
ないけど、自分でにぎると、また、おい
しく感じます。夏休み中にもっと練習し
て上手ににぎれるようになりたいです。
　ぼくは、野球も大すきで、今、１週間
に４回ぐらい習いに行っています。練習
の後に食べるごはんは最高です。前にテ
レビで、サムライジャパンのエースの大
谷しょう平選手の事をやっていたのをみ
ました。大谷選手は、高校生の時に、毎
日どんぶりで15はいもごはんを食べてい
たそうです。そんなに食べていたんだと
びっくりしました。でも、それで大きく
て丈夫な体になってすごい選手になれた
んだなと思いました。ぼくも大谷選手の
様にごはんをたくさん食べてプロ野球選
手になりたいです。だから田中のおじさ
んには、いつまでも元気でおいしいお米
を作ってほしいです。

「ぼくとお米と田中さん」
　　　倉敷市立赤崎小学校４年
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　私には、忘れられない「おにぎり」の
思い出がある。その時の写真があるのだ
が、楽しそうに笑っている私が、そのお
にぎりを持って写っている。私はその写
真を見るたびに、その時の事を思い出す。
　私が１年生の秋、遠く離れて暮らす祖
父母の家に遊びに行った時の事。祖母が、
「�明日、お弁当を持って、近くの山へど
んぐりを拾いに行こう。」
と、言った。その山には、何種類ものど
んぐりの木があり、すぐに手にいっぱい
になるほど採れると言う。しかも、祖母
が、お弁当を作ってくれると言うので、
私はとても楽しみになった。
　次の日の朝、台所からご飯の炊けるお
いしそうないい香りが家の中に漂ってい
た。
「�おばあちゃんが、お弁当の用意をして
くれているのだな。」
と、ごちそうを想像し、わくわくしてきた。
　祖母と母と私の三人で出かけた。山に
近くなる所から、歩く道のはしに、ゴロ
ゴロと何種類ものどんぐりが、たくさん
木から落ちて転がっていた。
「�これも大きい。これはピカピカしてい
る。これはなんか太くてコロコロして
いる。」
と、三人で言いながら、しばらく、たく
さんのどんぐりを拾って楽しく過ごした。

　近くの神社まで行った所で、休憩をす
る事にした。神社の中に広い草原があり、
そこにご座を広げて、三人が座った。祖
母の持っていたかばんの中から、大きな
容器が一つ出て来た。私は、
「お弁当だ。」
と、つぶやいた。ふたを開けると中には、
きれいに並んだ10個のおにぎりが入って
いた。色がほんのり黄色で何かたくさん
の具が一緒に炊かれてあるおにぎりだっ
た。おにぎりだけだった。なんとなく、
これだけかと少し物足りなさを覚えた。
しかし、一つの大きさが丁度祖母の手で
にぎられたほどの三角で、食べるのに丁
度いい大きさだ。お弁当とは、おにぎり
だったのだ。とてもいい香りがする。
　私は、祖母のとなりに座り、肩を並べ、
両手でその黄色のおにぎりを持ち、祖母
と、
「いただきます。」
と、一緒に言って、一口食べた。二人と
も目を見開き、同時に見合わせ言った。
「おいしいね。」
　お米はつやつや炊きたてでもちもち、
鳥肉や人参、しいたけ入り。黄色は、卵
を混ぜた色で、優しい味になっていた。
味わって食べていたら、黄色が黄金色に
見えてきた。
　大好きな祖母と、どんぐりを拾って、
歩いて、外で食べたおにぎり。祖母のあ
たたかい気持ちが感じられおいしかった
ので、私は黄金色のおにぎりに大満足し
た。「おばあちゃん、楽しいおいしい思
い出をありがとう。」

「黄金色のおにぎり」
　ノートルダム清心女子大学附属小学校５年
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　私の家の食事は、朝食はパンの日が多
いですが、父のお弁当やみんなの夕食で、
ほとんど毎日ごはんを食べています。
　母は、お米選びにこだわっていて、今
は岡山県産の「朝日」を食べています。
　お米は、私が生まれてから去年まで10
年もの間、母の叔母の作ったものを食べ
ていました。
　そのお米は、叔母が住んでいる所の名
前から、「やなはらのお米」と呼んでい
ました。
　やなはらのお米は、玄米で分けてもら
うので、食べる分だけ少しずつ精米機で
精米します。そのため、いつもつやつや
でふっくらとしたごはんが炊けて、いく
らでも食べられるくらいおいしかったで
す。
　でも、今は、やなはらのお米が、食べ
られなくなってしまいました。
　お米づくりは、６月のはじめ頃に田植
えをし、８月の終わり頃に穂が実り、10
月の終わり頃に刈り入れをします。米作
りの中には、かんそうやもみすりといっ
た大変な作業があります。叔母は歳を
とったので、その作業を、農協にお願い
して代行してもらうことにしたそうです。
そうすることで、叔母も楽に米作りがで
きるようになりました。
　コンバインで稲を刈った後、すぐに農
協に出せば、あとはお米になってかえっ

てきます。叔母が作る米は、約70俵（約
4200キログラム）もあるので、手間がは
ぶけて、すごく楽になったそうです。
　しかし、農協に出すと、他の人からの
お米もすべてまとめて機械にかけてかん
そうやもみすりをし、その後は農協が管
理するため、叔母は自分の食べる分だけ
のお米を農協から買うことになります。
　そのため、私たちに分けてくれること
ができなくなったのです。
　叔母の他にも、人手不足や高齢化など
の理由で農協にお願いする人が増えてい
るそうです。
　その他にも、大変なことがあります。
叔母の話によると、猪や鹿が山から里へ
おりてきて農作物をあらしてしまうそう
です。やはりこれも地域の高齢化で、山
の手入れをする人が減り、山があれて山
の動物が食べ物を取りにくるようになっ
たそうです。
　叔母は現在60歳で、叔母のまわりには、
叔母よりもっと歳をとっている人も多く、
田んぼがあってもお米が作れない人もい
ます。
　それでも地域の人が助け合って田んぼ
を続けられていますが、助けている人も
やがては歳をとってしまい、稲作ができ
なくなる、と叔母は心配しています。
　今は、お店でおいしいお米を買うこと
もできますが、米作りをする人が減って
しまうと、どうなるのだろうと私も心配
になりました。
　日本人の主食でもあるお米を、いつま
でもおいしく食べられるといいなと思い
ます。

「やなはらのお米」
　　　岡山市立芳泉小学校６年
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　うちのお米は、近所に住んでいる、親
戚のおじちゃんが、自分で作ったおいし
い無農薬の野菜や果物と一緒に自転車で
持ってきてくれます。お米は農家で買っ
たものですが、おじちゃんが精米機で精
米してくれています。１回だけスーパー
でお米を買ったことがありますが、やっ
ぱりおじちゃんが持ってきてくれるお米
がおいしいと思いました。
　そのお米は、普通に炊いて食べてもお
いしいですが、私にはもっと好きな食べ
方がありました。それは、去年亡くなっ
たひいお婆ちゃんが作ってくれたおにぎ
りです。
　ひいお婆ちゃんは、亡くなる少し前ま
で、元気に一人暮らしをしていました。
いつも、
「孫が８人、ひ孫が18人。」
と言うのが口癖で、ひ孫まで全員の名前
が言えて、漢字も書くことができまし
た。本を読んだり、文章を書くのも好き
で、短歌も書いていました。24年度の
「心豊かに歌う全国ふれあい短歌大会」
で最優秀賞を受賞しました。料理も上手
で、２度揚げして作るコロッケや、作り
方を聞いても絶対に教えてくれなかった
つけものなど、おにぎり以外でも、沢山
おいしいものを作ってくれました。そん

なひいお婆ちゃんがみんな大好きで、み
んなよく、ひいお婆ちゃんの家に遊びに
行っていました。私達が「今日遊びに行
くからね。」と電話すると、どんなに急
でも、すぐにご飯を炊いておにぎりを
作って待っていてくれました。そのおに
ぎりは、ちょっと大きめの白いシンプル
なおにぎりの上に、ごま塩がかかったも
のです。なんの変哲もないおにぎりです
が、不思議と、おいしかったのです。
　ある日、そのおいしさの秘訣がわかり
ました。それは、連絡せずに、急にひい
お婆ちゃんの家に遊びに行った時のこと
です。ひいお婆ちゃんが、
「電話してくれにゃあいけんがー。」
と、あわててご飯を炊き始めました。ご
飯が炊き上がると、その炊きたてのアツ
アツのご飯を、塩だけ付けた手にのせま
した。平気で握っていくひいお婆ちゃん
に、
「お婆ちゃん水付けないんですかー。」
「炊きたてで熱くないのー。」
「�水付けんで手にお米はくっつかない
の。」
と、みんなすごく驚きました。ひいお婆
ちゃんは、
「�私は昔からこの握り方じゃからねぇ。
熱いのは熱いけど、大丈夫だよ。手に
付かないのは何でだろうねぇ。」
と、どんどんおにぎりを作っていきまし
た。握り終わって、手を見せてもらうと、
手の平が真っ赤になっていました。ひい
お婆ちゃんは、

「ひいお婆ちゃんのおにぎり」
　　　岡山市立操南中学校１年
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「�真っ赤じゃなぁ。としを取ると手の平
の皮も厚くなるんじゃなぁ。」
と笑いながら言っていました。いつもは
少し冷めているおにぎりですが、その日
のおにぎりはアツアツで、いつもよりお
いしかったです。
　おじいちゃんやお母さんが何回か挑戦

しましたが、熱いし、お米は手に付くし
で、出来なかったみたいです。ひいお婆
ちゃんが亡くなった今となっては、あの
おにぎりを食べることが出来ません。な
ので、そのおにぎりの味を忘れずに、お
じちゃんが持ってきてくれるご飯を、感
謝して食べたいと思います。

「寛英―。今日はどのお米買う？」
　私にそう質問をしながら、スーパーの
お米売場に立っているのは、母です。
「�えー？この前はひとめぼれを食べたか
ら、次は・・・。このななつぼしとか
は？」
と、私も母と一緒に棚を見ながら答えま
す。「うーん、でもこのお米は、２㎏の
がないねぇ。５㎏を買うか・・・。でも、
５㎏もいらないんよねぇー。」
　とても真剣にお米を選んでいますが、
うちは兼業農家で、ちゃんとお米を作っ
ています。父の仕事の都合上、遅い品種
しか作れないと「あさひ米」を植えてい
ます。私が生まれる前は「あけぼの」を
植えていたそうですが、お弁当に入れる
と、冷めた後お米がやや黄色くなるとい
う事が母は嫌だったらしく、３年間父を

説得し、「あさひ米」にかえたそうです。
母曰く、
「�冷めてもおいしい粒も大きい。私はあ
さひが好きだわー。」
だそうです。けれど、それと同時に一つ
の田には、一品種しか植えれない事や、
何ケ所か田を持っていても、多品種の米
を植えると、稲狩り、乾燥、もみすりと
それぞれの作業がとても手間がかかる事
が、土日しか休みがない両親にとって、
負担が多い事もあり、興味がある品種が
あってもなかなか手を出せなかったそう
です。そんな中発見したのが、スーパー
のお米。当たり前の事ですが、母は心が
おどったそうです。
　もともと母は、農家のない家から嫁に
来ました。だから見るもの全てが初めて
で、好奇心をとてもくすぐられたそうで
す。今でこそ、田植機などの機械に乗っ
て操作していますが、最初は遠くから見
るだけだったとか。祖母は、農家から嫁
に来た人なので、
「�お米を作っているのに、お米を買って

「母と米」
　　　里庄町立里庄中学校１年
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くるのは何てバチあたりなのか。お米
は買うものじゃない。」
と、母を怒ったそうです。でも、母にし
てみれば、
「�世の中には色々なお米があってみんな
味が違うから食べてみたいのは当然
だ!!」
と、祖母に隠れて、家で作っている以外
のお米を少量買い出したそうです。当然、
買ったお米は、お弁当にも入ります。お
米をかえた日の夕方には、
「�今日のお米あさひじゃなかったろー。
今日の米何だった？」
と、父も言います。
「�わかった？今日はこのお米にしてみた

の。モチモチ感が違うよね。これは冷
えてもおいしいお米だったわー。味、
かわらんかったもん。」
　さすがJA職員と、びっくりします。
そんな時、母はとても嬉しそうです。母
曰く、
「�同じものばかりで満足したらいけん。
新しいものに触れる事も大事。それが
自分を成長させるのよー。」

・・・でも母は、米大好き人間です。もっ
ともらしい事を言いますが、結局は色々
なお米を食べてみたいという好奇心が先
にたつのです。だって、母の目が、輝い
ているんだもん。　

「�お母さんは、ちゃんと考えとんじゃなぁ。
すごいなぁ。」（ありがとう）
私が食事の時に言うと、母は「もう、何
を言い出すんでぇ。」と照れくさそうだっ
た。家族全員で食事をしている時に、食
事の事を、ちょっと考え直す機会があっ
た。
　私の祖父は、邑久町で米作りをしてい
る。その祖父の手伝いという名目で、私
と妹は何の役にも立たないけれど、トラ

クターに乗せてもらったり、軽トラの荷
台で遊ぶというのが毎年のパターンだ。
そして、秋の収穫が終わった後しばらく
して、「新米がきたでぇ。取りにおいで。」
と祖父から連絡がある。
　ここで、私は恥ずかしいけれど告白す
る。実は小学生の頃、お米はタダだと
思っていたことを。だって小さいころか
ら、祖父が作ったのをもらっていたのだ
から。お米は家にあって当然で、食事の
時にお茶碗にご飯がよそわれているのが
当たり前で、しかもこれは無料だと思っ
ていたのだ。
　そんな我が家に食料危機が訪れた。母
が言うには、私と妹がすごくたくさん食

「母からのメッセージ」
　　　岡山市立岡北中学校１年
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べるようになったので、お米が無いとの
ことだった。祖父のところに行けば、お
米はもらえることはわかっている。車で
行けば、うちから１時間もかからないと
ころだけれど、父の都合でそうも行かな
いらしい。
　最初の頃は、うどん、そば、ラーメン
と、私達の好物が続くので、ピンチどこ
ろか、逆にチャンスみたいな気分だった。
「次はパスタにピザ、パンもいいねぇ。」
と、小学校３年生の妹はちょっとうれし
そうだった。しかしそれが２日以上続く
と、事情が変わってくる。妹は、「お母
さん、ご飯ないん。」とすねている。私
もご飯が食べたいと思った。母と一緒に
スーパーへ買い物に行った時に、「売ら
れているお米」を発見したけど、母はそ
のお米をレジに持っていくことはなかっ
た。結局、父の都合はつかず、しびれを
切らした母が祖父からお米をもらってき
てくれた。こうして、我が家は食料危機
から救われた。この危機を通じて、私は、
お米があることは普通ではないこと、も
ちろん無料ではなく、作ってくれた祖父
の気持ちに感謝しなければならないこと
をもう一度確認した。
　この危機があってから、お米や食事の
ことを見直すようになった。そんな時に
気づいたことがある。私が中学生になっ
て初めて期末テストを受ける時のこと
だ。テスト期間には、私の好きなごちそ
うが続いたのだ。母は、私に勉強のこと
で細かいことはあまり言わない。その母
が、食事で私を応援してくれているんだ
と思った。すき焼き、しゃぶしゃぶ、ス
テーキ、とんかつ、からあげ、炊きたて
のご飯。これは全部、母からの応援メッ
セージだったのだ。父は、「うちはお大

臣じゃねぇぞ。」なんて茶化しているけ
ど、母はお構いなしだ。本当にありがた
いことだと思った。そして、母が用意し
てくれる食事には、全部、メッセージが
あるのではないかと思うようになった。
私が部活を終え帰宅した時に用意してく
れるおにぎりは、「おつかれさま。」とい
う意味。私や妹の友達がうちに遊びに来
た時に出してくれるおにぎりは、「しっ
かり食べて、しっかり遊んでね。」とい
う意味。父がお酒を飲み過ぎてご飯を食
べないと言った時に言う「炊きたてよ。」
（少しくらい食べたらどう）は、「体を
こわさないでね。」という意味。といっ
たようにすべてに意味が込められている
ことに気づいたのだ。
　「お母さんは、ちゃんと考えとんじゃ
なぁ。すごいなぁ。」と言った後、私は
心の中で「ありがとう」と付け加えた。
祖父や母など、作ってくれた人の想いが
詰まった食事は、決して当たり前のもの
ではない。小学生みたいで恥かしいけれ
ど、「これからもいっぱい食べます。残
さず食べます。」と心の中で思った。
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　私は母のにぎってくれる小さなおにぎ
りが大好きです。祖母のにぎってくれる
おにぎりは、母がにぎってくれるおにぎ
りよりも1.5倍は大きく、とても食べご
たえがあるのに、どうして小さなおにぎ
りが好きなんだろうと思っていました。
　自分自身、記憶をたどって行くと、あ
る出来事を思い出しました。私は小学１
年生の時にインフルエンザにかかり、何
日も高熱を出していました。そのせいで
食欲もなく、ご飯は食べられず、りんご
をすりおろしたものやゼリーを食べてい
ました。熱も下がってきた頃、母がのど
ごしの良いおかゆを作って枕元に持って
きてくれました。お腹は空いているのに、
箸が進まず、ジーッとしていると
「�まだお腹空かないの？ゼリーの方が良
かった？」
と聞かれました。せっかく母が私のため
に作ってくれたのに、おかゆが苦手だか
ら欲しくないとは言えず黙っていると、
母はゼリーを持ってきてくれたので、と
りあえず私はそのゼリーを食べ、いつの
間にか眠ってしまいました。
　夜中に空腹で目が覚めました。母は隣
で眠っていましたが、私の起きた気配に
気付いて起きました。
「�どうした？まだしんどいの？熱が出て
来たのかなぁ？」
と私のおでこに手を当ててきました。

「�熱はないみたいだけど、どうしたの？
お腹空いたの？」
と聞いてきたので、私は「うん。」と答
えると、母は台所に向かって歩いて行き
ました。私もその後をついて行き、いす
に座って母を見ていると、母は手際良く
おにぎりを作ってくれました。「昆布だ
けどいいよね。」と言われ、お皿に小さ
なおにぎりを２個乗せてくれました。私
はあっという間にその小さなおにぎりを
食べ
「もう１個食べたい。」
と催促しました。すると母は
「そんなに食べられるなら、もう元気だね。」
と笑ってもう１個おにぎりを握ってくれ
ました。その夜は、私と母、二人だけの
秘密が出来たようで、とても嬉しかった
のを覚えています。
　今、私は中学２年生ですが、当時を思
い出してみて、母の小さなおにぎりは小
さかった私の口にも食べやすい大きさで、
たくさんの数のおにぎりを食べること
で「いっぱい食べたよ。」と私が喜べる
ようにしてくれていたのだと思いました。
小さなおにぎりを何個も作るより、大き
なおにぎり１個を作る方が、手間もかか
らず簡単です。それでも手間をかけて
作ってくれる母のおにぎりは、愛情たっ
ぷりの日本一のおいしいおにぎりだと思
います。
　私が大きくなっても、ずっとこの小さ
なおにぎりを食べて「おかわり」と笑顔
で言いたいです。そして、いつか私も母
になった時に、この小さなおにぎりを子
供に作ってあげたいと思います。

「母の小さなおにぎり」
　　　倉敷市立庄中学校２年

服
はっ

　部
とり

　咲
さ

　希
き

優　秀　賞
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「うまい。」
　毎晩ひいおじいちゃんはお母さんの作
るご飯を一口食べて必ずこう言います。
そして、その後に続けて、
「今日はごちそうじゃなぁ。」
　と本当にごちそうを目の前にしている
かのように言い、お母さんの料理を一粒
も残すことなく全て完食します。お母さ
んは
「よかった。」
　と一言つぶやいて、また家族の食事の
準備をします。
　ひいおじいちゃんは大正10年生まれの
95才で戦争を経験しています。ひいおじ
いちゃんにとってのごちそうとはいった
い何なのだろう？ひいおじいちゃんは95
年もの間どんな物を食べて来たのだろ
う？私は興味がわき、その歴史を聞いて
みました。
　昔はまだ戦争に行く前は主食は麦めし
で銀シャリと言われていた白米はお金持
ちの家しか食べることが出来なく、その
銀シャリはとてもおいしそうに見えたこ
とを今でもハッキリと覚えているそうで
す。そして週に１回のお肉と特別な日の
卵焼きがとてもおいしかったことを何度
も話してくれました。その後戦争がはじ
まり、海軍でインドネシアへ行ったそう

です。インドネシアは果物がおいしくバ
ナナやマンゴー、パパイヤなどをよく食
べていたそうです。まかない係になった
ひいおじいちゃんは現地の材料を使い料
理を作っていました。魚がたくさんとれ
たらインドネシアの人にも分けてあげ、
お礼ににわとりや果物をもらったりして
戦争というつらく、かこくな場所でも皆
のことを思い、食を通してインドネシア
の人とも交流をもち、おいしい料理を
作っていたひいおじいちゃんはすごい!!
と感動しました。しかし、インドネシア
の米はパラパラで日本のように粘り気が
なくあまりおいしくはなかったそうです。
なので日本のお米が食べたくなることが
よくあったそうです。
　戦争から無地に帰ってくることができ
たひいおじいちゃんは料理上手なひいお
ばあちゃんと一緒になり、家族でおいし
いご飯を食べていました。しかし、ひい
おばあちゃんが亡くなりご飯は私のお母
さんが作ることになりました。お母さん
はいつも近所や親せきの人に
「�ひいおばあちゃんが料理上手だったか
ら私の料理を食べてくれるか心配だっ
たけど、おいしいと言って全部食べて
くれるから元気なままでいてくれて良
かったです。」
　とよく言っていました。白いご飯にお
汁は定番。お母さんはおみそ汁を作ると
き、ひいおばあちゃんの使っていたおみ
そを必ず使います。お母さんは
「�私も亡くなったおばあちゃんの料理で

「ひいおじいちゃんのまかない飯」
　　倉敷市立琴浦中学校２年

藤
ふじ

　原
わら

　美
み

　羽
はね

優　秀　賞
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育ったから味つけがやっぱり似てくる
のかな。だからおじいちゃんもおいし
いって食べてくれるのかもね。」
　っと言っていました。だからひいおじ
いちゃんの「うまい。」という言葉はお
母さんにとってとてもうれしい言葉だと
気付きました。
　今の私達の食生活とは違い、食べる物
に苦労し、戦争で違う国へ行き、色々な

経験をしたひいおじいちゃんは、今食べ
ているあたたかいご飯が一番のぜいたく
なのかも知れないと私は思いました。　
　これからもおいしいご飯をたくさん食
べてひいおじいちゃんにはひいおばあ
ちゃんの分も長生きしてほしいです。そ
して私に昔の話をもっと聞かせてほしい
です。
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〔 図 画 部 門 入 賞 作 品 〕

「田植え」

新見市立新見南中学校２年　酒
さか

　木
き

　亜
あ

　衣
い

岡 山 県 知 事 賞
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岡山県教育委員会教育長賞

「いとことたべたおにぎり」

岡山市立西大寺小学校２年　　三
み

　⻆
すみ

　榎
か

　恋
れん

「おにぎりは涙の味」
倉敷市立柏島小学校５年

　　　　真
ま

　壁
かべ

　喜
き

一
いち

朗
ろう
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「お母さんとの思い出」

岡山市立瀬戸中学校３年　　髙
たか

　原
はら

　未
み

　来
らい

岡山県教育委員会教育長賞
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岡山県農業協同組合中央会会長賞

「大もりのあさごはんで元気いっぱい！」

就実小学校１年　　日
くさ

　下
か

　響
ひび

　生
き

「弟の笑顔とごはん」
倉敷市立赤崎小学校６年

　　　　向
むか

　井
い

　詩
うた

　乃
の



− 39 −

「祖父と稲かり」

岡山市立吉備中学校３年　　荒
あら

　木
き

　百
もも

　華
か

岡山県農業協同組合中央会会長賞
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優　秀　賞

「おとうさんのコンバインとカマをもたせてもらったぼく」

岡山市立七区小学校１年　　小
こ

　林
ばやし

　　　譲
じょう

「公園でお兄ちゃんとおにぎりを食べたところ」

岡山市立三勲小学校１年　　田
た

　槇
まき

　優
ゆ

　芽
め
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優　秀　賞

「ぼくのお米」

総社市立総社小学校１年　　平
ひら

　上
がみ

　晴
はる

　大
ま

「もう　うえてもいい？」

岡山市立三門小学校２年　　雲
くも

　岡
おか

　希
き

志
し

乃
の
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優　秀　賞

「おにぎりじまとわたしのおにぎり」

岡山市立桃丘小学校２年　　道
みち

　本
もと

　佳
あや

　音
ね

「かぞくみんなでイネのたねまき」

高梁市立高梁小学校３年　　髙
たか

　見
み

　真
ま

　央
お



− 43 −

優　秀　賞

「おいしいお米」

総社市立総社小学校３年　　鳥
とり

　越
ごえ

　浩
ひろ

　加
か

「わたしのおてつだい」
倉敷市立船穂小学校３年

　　　　吉
よし

　原
はら

　愛
あい

　華
か
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「お父さんがんばれ！」

岡山市立福田小学校４年　　木
き

　内
ない

　樹
いつ

　生
き

「お茶わんの中のお米１つぶ１つぶに感しゃ」

倉敷市立倉敷西小学校４年　　仁
に

　科
しな

　愛
はる

　菜
な

優　秀　賞
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優　秀　賞

「ひいばあちゃんのばら寿司は日本一」

倉敷市立柏島小学校５年　　柳
やなぎ

　澤
さわ

　　　賢
すぐる

「初めての田植え」
岡山市立西大寺小学校５年

　　　　三
み

　⻆
すみ

　梨
り

々
り

華
か
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優　秀　賞

「おいしいお米、ありがとう」

総社市立総社小学校６年　　櫻
さくら

　本
もと

　ほのか

「お米を作るのが上手な
�じいちゃんとの田植えの思い出」
倉敷市立老松小学校６年

　　　　大
おお

　石
いし

　　　昴
すばる
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優　秀　賞

「みんなで田植え」

岡山県立岡山大安寺中等教育学校１年　　出
で

　口
ぐち

　夏
か

　帆
ほ

「稲刈りの手伝い」
里庄町立里庄西小学校６年

　　　　鈴
すず

　木
き

　脩
しゅう

　平
へい
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「稲」
新見市立新見南中学校１年

　　　　西
にし

　田
だ

　早
さ

輝
き

子
こ

優　秀　賞



図画
楽しく描けました！

作文
上手に書けました！
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